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く わしく は
厚生事業協の
パンフレットを

ご覧く ださい

※新入職員には
　 各法人より
　 配布さ れます

　 新入職員のみなさん、ようこそ民医連に

　 民医連共済は、みなさんが安心して働けるように、各種の助け合い制

度を整備し、交流の企画も準備しながら、お待ちしていました。

　 高齢化が進み、また、社会保障費の実質削減の中、地域の方々の生

活困難も深刻で、医療・ 介護の需要、民医連への期待も高まっています。

　 全国各地の民医連事業所で、みなさんが生きがいを感じながら、仲

間とともに働けるよう、共済（ ＝民医連厚生事業協）もがんばっていきます。

　 共済だよりで全国の息吹を是非感じていただき、発信してく ださい。

あたら し い仲間のみなさ んへ

全日本民医連厚生事業協同組合理事長　 柳沢  深志／石川民医連

●死亡見舞金 250万円 指定職員が死亡し たと き

●退職後死亡見舞金 125万円

指定職員が疾病または傷害により 継続し て３ ヵ

月以上休業し 、 労務に服するこ と なく 退職し 、

その後再就職せずに退職後１ 年以内に退職時の

疾病または傷害を原因と し て死亡し たと き

●特別障害見舞金

1 級、2 級　250万円

3 級 　150万円

1 級、2 級　 　 10万円

労働基準法施行規則

公的年金制度の障害

指定職員が業務上の疾病も し く は傷害により 、

または入職後３ 年を経過し た後に生じ た疾病

も し く は傷害により 、 退職し たと き

●配偶者死亡見舞金 30万円 指定職員の配偶者が死亡し たと き

●子死亡見舞金 20万円 指定職員の子が死亡し たとき

●親死亡見舞金 2万円 指定職員の親が死亡し たとき

●病気見舞金 3万円～
指定職員が疾病または傷害により 継続し て3 ヵ 月以上休業し たと き

（ 3 ヵ 月につき3 万円、 ただし 1年をも っ て限度と し ます）

●災害見舞金 2万円～30万円

指定職員が居住する住宅の全部または一部が、 火災、 爆発、 破裂、

航空機の墜落、 車両の飛込みも し く は落雷により 消失も し く は損壊

し たと き、または、自然災害により 損壊、流出も し く は浸水し たと き

給付金の内容

３ 年に１ 回開催 機関誌

その他

2 0 2 5 年 フット サル全国大会
※実行委員募集（ 詳細は共済だより 3月号）

・ 民医連永年勤続記念品事業

・ 各種行事などでの記念品斡旋事業

毎月、共済だより を発行しています

全国クイズ大会

大縄跳び大会

オクト ーバーラン

　 　 　 　 ＆ウオーク

YouTu b e 動画企画

ボウリ ング大会  2 02 5年度

野球大会  2 0 2 6 年度

バレ ーボール  2 0 2 6年度

ピースリ レーマラソ ン   2 0 2 7年度

モルッ ク   2 027年度

10/18 -19 大阪

新入職員の
みなさん

ようこそ
　 　 民医連へ
ようこそ
　 　 民医連へ



１
．
「
袴
田
事
件
」
で
注
目
さ
れ
た

　
　
再
審
（
裁
判
の
や
り
直
し
）

　
昨
年
９
月
、「
袴
田
事
件
」
と
呼
ば
れ
た
事

件
の
再
審
（
裁
判
の
や
り
直
し
）
で
、
静
岡

地
裁
は
袴
田
巌
さ
ん
に
無
罪
判
決
を
言
い
渡

し
ま
し
た
。
一
家
４
人
が
殺
さ
れ
た
強
盗
殺

人
事
件
で
袴
田
さ
ん
が
逮
捕
さ
れ
た
の
は
58

年
前
の
こ
と
で
、
身
に
覚
え
の
な
い
袴
田
さ

ん
が
警
察
か
ら
受
け
た
す
さ
ま
じ
い
「
自
白

の
強
要
」
や
、
判
決
が
指
摘
し
た
捜
査
機
関

に
よ
る
証
拠
の
捏
造
、
死
刑
判
決
、
袴
田
さ

ん
の
拘
禁
症
状
、
再
審
と
無
罪
判
決
を
求
め

た
永
年
に
わ
た
る
た
た
か
い
な
ど
、
事
件
の

概
要
は
す
で
に
ご
存
じ
か
と
思
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
再
審
の
ル
ー
ル
の
欠
陥
と
、
法

改
正
に
向
け
た
現
状
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま

す
。

２
．
再
審
ル
ー
ル
の
「
重
大
な
欠
陥
」

　
裁
判
官
も
検
察
官
も
人
間
で
あ
る
以
上
、

残
念
な
こ
と
で
す
が
刑
事
裁
判
に
は
必
ず
誤

判
が
生
じ
ま
す
。
そ
の
誤
判
に
よ
り
不
当
に

も
有
罪
判
決
を
下
さ
れ
た
り
刑
罰
を
科
せ
ら

れ
た
り
し
た
被
害
者
を
救
済
す
る
最
後
の
手

段
が
再
審
で
す
。
そ
の
再
審
の
ル
ー
ル
（
再

審
法
）
は
刑
事
訴
訟
法
に
規
定
さ
れ
て
い
る

の
で
す
が
、
い
く
つ
も
「
重
大
な
欠
陥
」
を

抱
え
て
い
ま
す
。

① 

ま
ず
、
再
審
法
に
は
手
続
規
定
が
な
く

裁
判
所
の
裁
量
次
第
に
な
っ
て
い
ま
す
。
再

審
の
請
求
が
あ
れ
ば
何
日
以
内
に
ど
う
判
断

す
る
、
な
ど
の
期
限
も
あ
り
ま
せ
ん
。
と
な

る
と
、
日
々
の
事
件
処
理
に
追
わ
れ
る
裁
判

官
た
ち
が
膨
大
な
資
料
を
読
み
込
ん
だ
上
で

話
し
合
う
作
業
は
ど
こ
ま
で
も
後
回
し
に
な

り
ま
す
。
実
際
、
「
袴
田
事
件
」
は
第
１
次

再
審
請
求
の
審
理
に
約
27
年
、
第
２
次
再
審

請
求
の
審
理
に
約
15
年
か
か
り
ま
し
た
。
こ

れ
だ
け
で
、
す
で
に
「
す
ば
や
い
救
済
」
は

不
可
能
で
す
。

② 

次
に
、
再
審
請
求
手
続
に
は
証
拠
開
示

制
度
が
存
在
し
ま
せ
ん
。
検
察
が
持
っ
て
い

る
証
拠
を
す
べ
て
開
示
さ
せ
る
制
度
が
あ
れ

ば
、
そ
の
中
に
あ
る
え
ん
罪
被
害
者
に
有
利

な
（
無
実
を
証
明
で
き
る
）
証
拠
を
〝
武
器
〞

に
し
て
適
切
に
調
べ
て
裁
判
官
の
重
要
な
判

断
材
料
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し

現
状
で
は
検
察
が
自
ら
に
不
利
な
証
拠
を
隠

せ
て
し
ま
う
た
め
、
え
ん
罪
被
害
者
は
極
め

て
不
利
な
立
場
の
ま
ま
戦
わ
ざ
る
を
得
ず
、

公
平
な
裁
判
を
進
め
ら
れ
る
土
台
す
ら
整
っ

て
い
ま
せ
ん
。
証
拠
開
示
の
ル
ー
ル
が
不
可

欠
で
す
。

③ 
ま
た
、
裁
判
所
が
再
審
開
始
決
定
を
出

し
て
も
、
検
察
官
が
不
服
申
し
立
て
（
上

訴
）
で
き
る
た
め
、
再
審
を
始
め
る
か
ど
う

か
の
判
断
だ
け
で
長
期
間
を
有
し
ま
す
。
検

察
が
も
と
も
と
の
裁
判
の
判
決
が
正
し
い
と

考
え
る
な
ら
、
そ
れ
は
再
審
の
中
で
主
張
す

れ
ば
い
い
だ
け
で
あ
り
、
再
審
を
さ
せ
な
い

と
い
う
方
法
で
妨
害
す
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
欧
米
諸
国
で
は
再
審
開
始
決
定
に
対
す

る
検
察
官
上
訴
は
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
日
本

で
も
禁
止
す
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

３
．
法
改
正
に
向
け
た
政
治
の
動
き

　
袴
田
さ
ん
を
筆
頭
に
、
裁
判
の
や
り
直
し

と
無
罪
判
決
ま
で
に
人
生
の
大
半
を
か
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
人
々
の
苦
し
み
は
あ
ま
り

に
も
理
不
尽
で
あ
り
、
公
平
公
正
な
ル
ー
ル

が
な
い
こ
と
自
体
が
、
え
ん
罪
被
害
者
の
心

身
を
む
し
ば
む
人
権
侵
害
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
欠
陥
だ
ら
け
の
再
審
ル
ー
ル
を
今
こ
そ

改
め
よ
う
、
と
、
今
よ
う
や
く
政
治
が
動
き

つ
つ
あ
り
ま
す
。
法
改
正
を
目
指
す
超
党
派

の
議
員
連
盟
の
メ
ン
バ
ー
も
増
え
つ
つ
あ
り
、

鈴
木
法
務
大
臣
は
２
月
に
再
審
制
度
の
見
直

し
に
向
け
て
、
法
改
正
の
検
討
を
法
制
審
議

会
に
諮
問
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

法
改
正
を
求
め
る
世
論
を
広
げ
て
、
政
府
や

議
連
を
後
押
し
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
恐
ろ
し
い
こ
と
に
、
自
分
や
身
近
な
人
が
、

身
に
覚
え
の
な
い
罪
で
逮
捕
・
起
訴
さ
れ
る

リ
ス
ク
や
、
過
ち
に
対
し
て
不
当
に
重
い
判

決
を
下
さ
れ
る
リ
ス
ク
は
誰
に
で
も
あ
り
ま

す
。
ぜ
ひ
、
「
再
審
ル
ー
ル
の
欠
陥
は
他
人

事
で
は
な
く
、
自
分
の
生
活
と
人
生
に
と
っ

て
の
リ
ス
ク
な
の
だ
」
と
と
ら
え
、
注
目
し

て
下
さ
い
。

いま、なぜ憲法改悪なのか

○ 欠陥だら けの再審（ 裁判やり 直し ） ルール

　   ～速やかな救済のために、 今こ そ法改正を！～
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シリ ーズ

「 明日の自由を 守る若手弁護士の会」 共同代表   黒澤いつき
公式ブ ロ グ　 https://www .asuno-jiyuu.com/
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斎藤  貴男

縮図からみる世界【 83】

シリ ーズ

斎藤　 貴男（ さ いと う 　 たかお）

1958年東京生まれ。 早稲田大学商学部卒。 英国バーミ ン

ガム大学大学院修了。 主な著書に『 驕る権力、 煽るメ ディ

ア』『 決定版 消費税のカ ラ ク リ 』『 いちばんたいせつなも

の』『 マイナンバーが日本を壊す』『 マスゴミ って言う な！』

『 こ んな部活あり ます 正射必中！弓道部』（ 2024.3）など。

　
２
月
23
日
に
投
開
票
が
行
わ
れ
た
ド
イ
ツ
の
総
選
挙

で
、
排
外
主
義
的
な
極
右
政
党
と
言
わ
れ
る
「
ド
イ
ツ

の
た
め
の
選
択
肢
（
Ａ
ｆ
Ｄ
）」
が
第
２
党
に
躍
り
出
た
。

第
１
党
と
な
っ
た
中
道
右
派
の
野
党
統
一
会
派
「
キ
リ

ス
ト
教
民
主
・
社
会
同
盟
（
Ｃ
Ｄ
Ｕ
・
Ｃ
Ｓ
Ｕ
）
は
、

与
党
か
ら
第
３
党
に
転
落
し
た
中
道
左
派
「
社
会
民
主

党
（
Ｓ
Ｐ
Ｄ
）」
と
の
連
立
政
権
樹
立
に
向
け
て
、
協
議

を
進
め
て
い
る
の
だ
が―

―

。

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
近
年
、
右
翼
勢
力
の
伸
長
が
著
し

い
。
今
や
Ｅ
Ｕ
加
盟
27
カ
国
の
う
ち
９
カ
国
で
、
彼
ら

は
連
立
や
閣
外
協
力
の
形
で
政
権
に
参
加
し
て
い
る
。

過
去
へ
の
反
省
か
ら
右
翼
へ
の
警
戒
心
が
強
い
ド
イ
ツ

に
も
、
そ
の
波
が
及
び
つ
つ
あ
る
と
い
う
こ
と
か
。

　
で
は
な
ぜ
、
〝
最
後
の
砦
〞
と
言
わ
れ
て
き
た
ド
イ
ツ

が
、
こ
ん
な
こ
と
に
な
っ
た
の
か
。
各
種
の
報
道
や
分

析
を
検
討
す
る
と
、
Ａ
ｆ
Ｄ
は
こ
の
間
の
い
わ
ゆ
る
信

号
機
連
合
（
Ｓ
Ｐ
Ｄ
＝
赤
、
自
由
民
主
党
・
Ｆ
Ｐ
Ｄ
＝
黄
、

緑
の
党
＝
緑
）
に
よ
る
、
リ
ベ
ラ
ル
に
振
れ
過
ぎ
た
政

策
に
対
す
る
有
権
者
の
失
望
を
、
確
実
に
掬
い
上
げ
て

い
る
と
い
う
こ
と
ら
し
い
。

　
経
済
の
低
迷
な
ど
と
い
う
一
般
的
な
要
因
は
さ
て
措

こ
う
。
ま
ず
指
摘
さ
れ
る
の
は
、
国
境
の
開
放
だ
。
Ｃ

Ｄ
Ｕ
・
Ｃ
Ｓ
Ｕ
の
メ
ル
ケ
ル
政
権
以
来
、
紛
争
地
域
な

ど
か
ら
の
不
法
移
民
が
急
増
。
テ
ロ
事
件
も
続
発
し
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
右
翼
勢
力
の
伸
長

既
存
の
ド
イ
ツ
社
会
と
の
間
に
軋
轢
を
生
ん
で
い
た
。

　
過
剰
な
ジ
ェ
ン
ダ
ー
政
策
へ
の
反
発
を
挙
げ
る
専
門

家
も
多
い
。
ド
イ
ツ
で
は
昨
年
11
月
、
医
師
の
診
断
が

な
く
て
も
性
別
を
変
更
で
き
る
「
自
己
決
定
法
案
」
が

施
行
さ
れ
、
性
犯
罪
へ
の
悪
用
を
懸
念
す
る
声
が
激
し

く
な
っ
て
い
た
。
日
本
の
大
手
メ
デ
ィ
ア
は
な
ぜ
か
伝

え
た
が
ら
な
い
が
、
反
対
を
貫
い
た
Ａ
ｆ
Ｄ
の
人
気
は
、

こ
の
こ
と
で
も
高
ま
っ
た
。

　
昨
年
10
月
に
共
同
通
信
が
配
信
し
た
、
Ａ
ｆ
Ｄ
の
欧

州
議
会
議
員
マ
キ
シ
ミ
リ
ア
ン
・
ク
ラ
ー
氏
の
談
話
が

興
味
深
い
。
法
学
者
ベ
ッ
ケ
ン
フ
ェ
ル
デ
の
言
葉
「
自

由
な
国
家
は
、
そ
れ
自
体
で
は
創
造
で
き
な
い
（
前
近

代
的
な
）
条
件
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
る
」
を
示
し
、

「
近
代
合
理
主
義
に
基
づ
く
自
由
民
主
主
義
国
家
で

あ
っ
て
も
、
伝
統
文
化
や
宗
教
的
信
条
、
家
族
の
価
値

と
い
っ
た
（
古
典
的
な
）
規
範
に
立
脚
し
な
け
れ
ば
、

存
立
は
お
ぼ
つ
か
な
い
と
の
逆
説
を
指
す
」「
と
こ
ろ
が
、

今
の
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
（
自
由
主
義
）
は
個
人
の
自
由
意
思

を
最
優
先
す
る
」「
自
由
意
思
が
唯
一
の
道
徳
と
化
し
て

い
る
」
と
語
っ
て
い
る
。

　
ベ
ッ
ケ
ン
フ
ェ
ル
デ
の
議
論
に
は
、
一
面
の
真
実
が

あ
る
。
過
ぎ
た
る
は
及
ば
ざ
る
が
如
し
。
日
本
の
リ
ベ

ラ
ル
も
、
こ
の
こ
と
を
忘
れ
る
と
、
そ
の
う
ち
極
右
に

足
元
を
掬
わ
れ
て
し
ま
い
か
ね
な
い
。

す
く

あ
つ
れ
き

す
く
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企
業
献
金
に
固
執
し
、

物
価
高
騰
に
有
効
な
施
策

も
う
ち
だ
せ
ず
、
新
基
地

建
設
で
予
算
を
浪
費
し
な

が
ら
、
高
額
療
養
費
な
ど

の
命
を
守
る
た
め
の
予
算

を
削
ろ
う
と
す
る
石
破
政

権
に
、
参
院
選
で
「
Ｎ
Ｏ
」

の
審
判
を
突
き
付
け
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

２
０
２
５
年
３
月
５
日

沖
縄
民
医
連
共
済
会
連
絡
会

会
長
　
瀬
長
和
男

　
あ
と
ひ
と
月
で
沖
縄
戦
で
の
米

軍
上
陸
か
ら
80
年
と
な
る
２
月
26

日
、
民
間
港
で
あ
る
石
垣
港
に
米

海
軍
の
揚
陸
艦
と
海
上
自
衛
隊
の

訓
練
支
援
艦
が
入
港
し
ま
し
た
。

米
軍
の
艦
船
が
石
垣
港
に
入
域
す

る
こ
と
は
こ
れ
ま
で
も
あ
り
ま
し

た
が
、
岸
壁
に
接
岸
す
る
の
は
初

め
て
で
、
米
海
軍
の
船
長
は
「
歴

史
的
な
日
だ
」
と
報
道
陣
に
語
っ

た
そ
う
で
す
。

　
ま
た
、
こ
の
日
は
、
石
垣
空
港

に
米
軍
の
輸
送
機
が
飛
来
し
、
宮

古
島
に
は
陸
自
電
子
戦
部
隊
の
車

両
が
平
良
港
に
陸
揚
げ
さ
れ
ま
し

た
。
安
保
３
文
書
に
基
づ
く
「
台

湾
有
事
」
を
口
実
と
し
た
基
地
機

能
強
化
と
、
日
米
一
体
と
な
っ
て

の
沖
縄
の
戦
場
化
が
ま
た
一
歩
進

ん
で
し
ま
っ
た
よ
う
で
す
。

　
日
本
へ
の
復
帰
か
ら
50
年
以
上

が
経
過
し
て
も
、
過
重
な
基
地
負

担
は
解
消
さ
れ
る
ど
こ
ろ
か
日
米

軍
事
一
体
化
で
ま
す
ま
す
悪
化
し

て
い
ま
す
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
一
昨
年
12

月
に
発
生
し
た
米
兵
に
よ
る
少
女
誘

拐
暴
行
事
件
は
、
日
本
政
府
に
よ
っ

て
半
年
以
上
も
隠
蔽
さ
れ
、
発
覚
後

に
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
、
隠
蔽
さ

れ
て
い
た
期
間
に
も
更
に
４
件
も
の

米
兵
に
よ
る
レ
イ
プ
事
件
が
発
生
し

て
い
た
と
い
う
事
実
で
し
た
。
沖
縄

県
民
に
対
す
る
重
大
な
人
権
蹂
躙
の

事
実
が
無
か
っ
た
か
の
よ
う
に
扱
わ

れ
、
し
か
も
、
未
だ
に
被
害
女
性
に

対
し
て
日
米
両
政
府
か
ら
謝
罪
の
言

葉
も
な
い
状
況
に
、
日
本
政
府
は
ア

メ
リ
カ
の
傀
儡
政
権
か
と
呆
れ
か

え
っ
て
い
ま
す
。
米
兵
に
よ
る
レ
イ

プ
事
件
が
沖
縄
以
外
で
も
隠
蔽
さ
れ

て
い
た
事
も
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
が
、

日
本
政
府
の
米
軍
犯
罪
に
対
す
る
弱
腰
対

応
の
根
源
は
、
や
は
り
日
米
地
位
協
定
に

あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
辺
野
古
新
基
地
建
設
は
、
国
交
相
に
よ

る
代
執
行
で
大
浦
湾
で
の
関
連
工
事
が
始

ま
り
ま
し
た
が
、
肝
心
の
軟
弱
地
盤
改
良

工
事
は
開
始
ま
で
１
年
以
上
を
費
や
し
、

開
始
後
も
本
格
稼
働
に
は
程
遠
く
、
工
程

表
通
り
に
は
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。
そ
れ
ど

こ
ろ
か
、
稼
働
予
定
の
な
い
作
業
船
ま
で

大
浦
湾
に
引
き
入
れ
、
必
要
も
な
い
経
費

が
浪
費
さ
れ
て
い
ま
す
。

◎カ ンパ送付先

　 郵便振替口座　 加入者名： 沖縄県統一連

　 　 　 　 　 　 　 　 口座番号： 01710 －8 －62723

沖
縄
に
連
帯
し
て

先島の戦場化の動きを伝える琉球新報紙

大浦湾に並ぶ6隻の砂杭打設作業船

シ
リ
ー
ズ 

〝
戦
後
80
年
の
年
に
〞

い
ん
ぺ
い

じ
ゅ
う
り
ん

か
い
ら
い
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フ ッ ト サル全国交流会の開催を 機に、 群馬

民医連ではフ ッ ト サル県大会の再開に向けて

群馬民医連文化スポーツ委員会を 中心に準備を 進めています。

最後に行っ たのは９ 年前…過去の資料を 頼り に開催日、 会場を 定

め、 開催要項には「 50 歳以上の選手の得点は２ 点」 と いっ たブラ ッ

シュ アッ プも 行いまし た。 日程を5/17（ 土）に定め、 今は参加チーム

を募っ ている真っ 最中です。 過去に参加経験のある職員へ呼びかけ

る他、 チラ シを配布し 新たなチーム・ 選手の発掘を目指し 、 幅広

く 参加を呼びかけています。 先日のモルッ ク 大会を経験し て、

楽し みながら 自然と 交流と 団結が図れる、 こ れが共済活動

の魅力だと 実感し ています。 みなさ ん、 大阪でお会い

し まし ょ う 。 　 　               
（ 群馬民医連　 千明友彦）

●日時： 2025年10月18日（ 土）～19日（ 日） 

●場所： セレ ッ ソ フ ッ ト サルパーク （ 大阪）  

●チームの選出方法： 2025年9月10日（ 水）までに

　 選出し 登録し てく ださ い。

開催日時と 場所

@群馬

詳し く は
厚生事業協

ホームページ

2 0 2 5 年度全国フット サル交流会
開催要項決定！！！

2 0 2 5 年度全国フット サル交流会
開催要項決定！！！
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毎
年
、
保
育
園
の
節
分
の
鬼
を
怖
が
っ
て
い
た
娘
が
「
今
年
の
鬼
は
弱
か
っ
た
」
と
ド
ヤ
顔
で
帰
っ
て
き
ま
し
た
。
鬼
の

加
減
も
難
し
い
で
す
ね

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
長
野
・
老
人
保
健
施
設
は
び
ろ
の
里
・
大
槻
真
唯
）

今
週
は
大
雪
で
通
勤
に
疲
れ
果
て
、
休
日
家
で
の
ん
び
り
、
パ
ズ
ル
し
て
み
ま
し
た
。
図
書
券
当
た
っ
た
ら
最
高

で
す
ね

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
新
潟
・
下
越
病
院
・
中
川
洋
美
）
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＝表紙のコ メ ント ＝

　 ちひろは、 ひと り 息子の猛をモデルに、

数多く の作品を描いています。 パス テル

の伸びやかな線で描かれた、 こ の愛ら し

い姿は、 幼い頃、 猛がよ く し ていた得意

のポーズでし た。 息子を見つめる 、 ちひ

ろのあたたかなまなざし が感じ ら れます。

●ちひろ美術館・ 東京では、 本作も 紹介する 「 ち

ひろのアルバム」 展を 5月11日ま で開催中です。

●安曇野ちひろ美術館では、 戦後80年　 ちひろと

世界の絵本画家たち　 絵本でつなぐ 「 へいわ」

展を 6月1日ま で開催中です。 みなさ ま のご来館

を お待ちし ており ま す。

 

ちひろ 美術館・ 東京　 TEL.03-3995-0612

安曇野ちひろ 美術館　 TEL.0261-62-0772         

開館情報はホームページをご確認く ださ い。 https://chihiro.jp/

いわさ き ちひろ 「 立てひざの少年」（ 1 9 7 0 年）

https://chihiro.jp/

